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たかというとDPC（Diagnosis Procedure Com bi na-
tion）あるいはDRG/PPS（Diagnosis Pro ce dure Com-
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　（VTR開始）
　すると，一包化マシンなんですけど，一包化マシ
ンが回っています．…なぜ回っているかって…．
　（VTR終了）
　Dose System って言うんですけど，要は，患者
さんがアドヒアランス（Adherence），コンプライ
アンスをやるために，全部監視しているんですね．
これが IOTです．インターネットを介して，患者
さんがどう飲んでいるかっていうのをモニターす
る．その時に，自動的に巻になっているので，一包
ずつ出てくるんですね．そのために巻いてあるんで
すけど．まあ，こういうような時代になってくるだ
ろうと思っていますが．これを導入したいっていう
ことじゃなくて，これを通して，これからの薬剤師
は何を考えるべきかっていうことを，ほんとに重要
視して欲しいなと思っています．
　さらに，技術というのは進んでいます．私もアッ
プルウォッチを使っていますけど，アップルウォッ
チでは活動量とかそういうのを全部チェックできま
すし，血圧計もできるようになります．あとは，耳
のところを見ることも全部，端末でできるように
なってきました．そしてこのようなスマホのスキャ
ナーで，いろんなさまざまな IOTあるいはAIも駆
使した，調剤に直結するような医療が展開すること
が見えてきました．心電図，あるいはこのようなセ
ンサー．モーションによって転倒，あるいはそうい
う動き方，そういうのができるようになりました．
　そうなっていった時のどうかって，ちょっと，私
はもう 1つ原点に帰りますけど，実は，医薬分業っ
ていう言葉がありますけれども，医薬分業は何で
かっていうの，歴史をちょっとだけ．私が学生の
頃って，薬史っていう講義があったんですけど，最
近ちょっと乏しいのかなと思っているんですけど．
　ポイントは何かっていうと，「歴史から学ぶ～未来
に繋ぐもの～」って書いたんですけど，ご存じかも
しれませんけど，サムス准将（Crawford F. Sams/
GHQ公衆衛生福祉局長）っていうのが，実は，戦後，
GHQ（General Headquarters）がマッカーサー元帥
の下に，米国の薬剤師協会の使節団が日本に訪れま
した．それが1949年です．その時に，日本で医薬分
業をちゃんと施行しようということになりました．
これを基にいろいろ活動されて，サムスが入って，
やっと医薬分業っていうのが成立したのが，実は
1956 年ということになります．そこで医薬分業って
いうのが明文化された，いわゆる薬事法上，それが
原点と言われています．
　先生方ご存じのように医薬分業っていうのは，ほ
んとに，どうやって定着していったか．まだまだだ
と思いますが．まさに，医薬分業っていうのは，非
常に取りざたされている昨今．その中で，薬剤師が
示さなきゃいけないことがあるのか．ほんとにこう，
歴史の中で浅いんですね．日本における，特に薬剤
師と医薬分業っていうのは，まだまだ歴史が浅い．
　私が衝撃だったのは，これ，東邦大学の先生が
扱った写真ですけど．実は当時，医薬分業するため
に，薬剤師がデモ行進したんですね，白衣を着て．
そんな歴史があるんです．これ，昭和 20 年代です．
で，それでやっと医薬分業ができたと．その中で先
生がちょっと書いていたのを見ると，「明るい社
会」って書いてあるんですけど，病院薬剤師観に，
脆弱性があるなっていうことでやったんですけど．
診断は医師で，薬は薬剤師，天秤って書いてありま
す．どうなんでしょうかっていう話ですよね．
　結局，これは昔の話なんですけど，今はどうなの
かっていう．もっと進化しているかっていうことに
なります．決して，われわれがやっている労働が軽
頭脳労働とは思いませんが，やはり，ここの原点に
帰った時に，やはり，私は将来の，未来っていうの
は，やっぱり薬剤師として，しっかりとこう，社会
に貢献できるべきだと思っています．ここで書かせ
ていただきましたけど，薬剤師はロボットに取って
代わられる職業ではないと出ていますが．ロボット
に代わる，何がわれわれにできるかというと，ここ
だと思うんですね．要するに，いわゆるカウンセリ
ングも含めた所だと思っています．
　薬機法にもあるように，第 25 条も変わったから，
患者さんをモニターするまでちゃんと責任を持つん
だっていうことは当たり前のことであって，それを
ちゃんとしっかり担保できる薬剤師を作らなきゃい
けない．また，役割や，何て言うんでしょうかね，
権利を主張するということは何かっていうと，やっ
ぱり責任が付くと．それに対しては，やっぱり，責
任がしっかりと果たせる薬剤師を目指すべきだと
思っています．また，若手薬剤師の育成は薬剤師の
責務．自らが考え，自らの知識や技能を伝承でき
る，次の世代へちゃんと繋ぐことができるような薬
病院薬剤師が目指すもの
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剤師を作らなきゃいけないのかなと思っています．
　終始して，薬剤師の業務っていうのは，私はここ
だと思っていて．やっぱり薬物療法の，いわゆる
DRPって紹介しましたけれども，ここがコアであっ
て，ここが変わることは無いと思います．そこを
しっかりと支援，あるいはサポートできる薬剤師を
作りたい．そのために必要な知識，あるいは技能っ
ていうのを，ここにいくつか書いてありますけど，
DRP 解決．その中に同然 PK（Pharmacokinetics）
もPD（Pharmacodynamics）もやっぱり考える．しっ
かりサポートできるための基礎知識を固めて，臨床
に当たるということが大事かなと思っています．
　今までお世話になった先生，たくさんいらっしゃ
るんですけど，外来で熊田　馨教授，真田先生と一
緒に外来．あるいは，飯島正文先生と皮膚科で，非
常に学位のことでお世話になりました．大学へ行っ
てからは，いろいろな先生ありました．呼んでいた
だいた黒岩幸雄先生．その後の先生方．医学部長の
先生方．工藤一郎先生にも非常にお世話になりまし
た．今は中村明弘先生に応援してもらっています．
私にとってほんとに多くの方に助けていただいて，
今があると思っています．
　特に，この中で，名前を呼ばせていただくなら
ば，やっぱり統括の中ではやっぱり峯村純子先生の
存在がすごく大きかったと思います．その他，薬局
長では新井君子先生，富田恵子先生，川上かつみ先
生，斎藤正志先生，お世話になりました．いろいろ
な先生，あるいは同僚，あるいは統括薬剤部，本当
に感謝申し上げます．お世話になった先生方に，こ
の場を借りて，心より御礼申し上げますが，ご紹介
にあったように，まだ私は統括かつ特任として，こ
れからの薬剤師育成や病院の立て直し等を含めて，
少しでもお役に立てればと思っています．ご清聴あ
りがとうございました．
○座長　佐々木先生，どうもありがとうございまし
た．先生が薬剤師および大学の教員として歩まれて
きた 40 年余りを表現するには，短すぎる時間だっ
たかと思います．豊富な写真で，本日ご出席の先生
方の若い頃の写真もお見せいただき，思い出がなつ
かしく蘇ったのではないでしょうか．
　それでは，学士会から記念の楯，そして薬学部教
授会から花束をお贈りしたいと思います．先生，本
日はどうもありがとうございました．引き続きよろ
しくお願いします．
○佐々木先生　ありがとうございます．
○司会　それでは，以上で 2019 年度昭和大学学士
会特別講演会　薬学部教授定年退職記念講演を終了
させていただきます．本日はお忙しい中，誠にあり
がとうございました．
